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序

豊かな自然に恵まれた岩手県には、旧石器時代を始めとする数多くの遺跡や重要

な文化財が残されております。これらの多くの先人たちが創造していた文化財を保

存し、後世に伝えていくことは、私たち県民に課せられた責務であります。

一方、本調査の原因となりました道路改良工事を例にあげるまでもなく、現代社

会を豊かにし、快適な生活をおくるための環境整備もまた県民の切実な願いであり

ます。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発という、相容れない要素を持つ事業の調

和のとれた施策が今日的課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委

員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘

調査を行い、記録保存する措置を取ってまいりました。

本報告書は、「一般国道284号道路改築事業」に関連して、平成10年度に岩手県教

育委員会生涯学習文化課が実施した試掘調査の結果を受けて、当センターが平成14.

15年度に実施した楊生新城館跡の調査結果をまとめたものであります。

今回の調査では、試掘結果から予想されたとおり、城館跡に関連する曲輪、テラ

ス状遺構、堀跡、土塁が検出されており、本遺跡が中世の城館跡であることが明ら

かになりました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解あ

るいは啓蒙普及の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び本報告書作成にご援助。ご協力を

賜りました岩手県一関地方振興局土木部・一関市教育委員会をはじめ、関係各位に

衷心より謝意を表します。

平成16年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 合田 武



例 言
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1．本報告啓は、岩手県一関市弥栄字沼畑l地内に所在する楊生新城館跡の平成14．15年度における発掘調査

結果を収録したものである。

2．本遺跡の岩手県遺跡登録台帳の適跡稀号と調査略号は次の通りである。

遺跡番号:OEO9-2056、調査略号:YOSJ－02･03

3．本調査は、一般国道284号道路改築事業に伴う緊急発掘調査である。岩手県教育委員会生涯学習文化課

の調整を経て、岩手県一関地方振興局土木部からの委託を受け、 （財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財センターが実施した。

4．野外調査の期間・調査、欄及び調査担当者は次の通りである。

平成14年10月18日～ll月19日/1,500㎡／岨大二郎、羽柴直人

平成15年4月8日～5月15日/1,000㎡／吉田充、野中真盛

5．本側告嘗の執兼と縄災は吉田充と岨大二郎が行った。

6．室内整理作業は、平成14年11月1日～平成15年3月31日まで、及び平成15年11月1日～12月31日まで実

施した。

7．基鋼点の測凪と航空写真撮影は、次の機関に委託した。

基準点の測趾… （株)総合土木コンサルタンツ

航空写真撮影…東邦航空(株）

8．発掘調査・整理作業に於いて、次の機関の協力を得た。 （敬称略）

一関市教育委員会、室野秀文（盛岡市教育委員会)、千葉和弘（花巻ili)

9．本遺跡の調査に係わる記録と遺物等の簡料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。

10.遺栂の図示法や計測値の名称は次の凡例の通りである。
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I 調査に至る経過

一般国道284号は、岩手県陸前跡}I市気{111町字的場地内の一般国道45号を起点として、宮城県気仙沼市及

び岩手県東磐井郡室根村、川崎村、千厩町を経て、岩手県一関市萩荘字金ヶ崎地内の一般国道4号線に至る

延長63.0kmの主要幹線道路であり、南三陸沿岸部と岩手県内陸南部の文化・産業・物流の中心都市である一

関市を結ぶ主要幹線道路である。

しかしながら、川崎村苅衣地区から一関市弥栄地区までの区間は幅員が狭小であることに加え歩道が未盤

備であり、また、北上川に架かっている北上大橋は老朽化が進行し床版の破損が著しく、重量を制限して通

行を余雌なくされていることから安全かつ'ﾘ滑な交通が阻害されている状態にある。

このような状態に対処するため岩手県では平成4年度より道路改築事業にて川崎村薄衣から一関市弥栄地

区までの延長約3.5km区間を道路柵造令第3種2級の規格にもとづき整備を行っており、平成15年度に事業

が完了する予定となっている。 （岩手県一関地方振興局士木部）

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 .遺跡位侭と地形・地質

（鋪l～3岡、 '早典lX1版1 ･ 2)

本遺跡が所在する弥栄は一関市の股東端にある。

東は北上川を経て東磐井郡川崎村、南は1'1仙峠を

縄て西鮮井郡花泉111丁と接し、西は旧興滝村と隣接

する。 111職は20.38kmあり、東縄は141,度12分から

16分、北緯は38度51分から55分に位腫し、南北に

細長い菱形状を呈している。

地形は北上川と接する北部及び南部の一部にお

いて急斜面もあるが、全体的に見て標高差の少な

いなだらかな凹凸をしている。北上川、一の沢川、

中江川の河岸及び河口付近には概澗20m前後の沖

積平野が発達し、特に北上川河岸の谷起及び観巻

付近の沖積層は標高わずか24m前後で、たびたび

洪水に見まわれた歴史をもっている。これらの河

川付近には50m以下の地形が発述し、一の沢川、

中江川ではかなり上流までおよんでいる。北の沢

では100m以上の高地が北から南にかけて発達し、

弥栄地区における最商蜥大繊山が典施境にそびえ

る。また南には中仙峠から東に花泉境に沿うよう 第2図洲在区と刷辺地形

－2－
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に帯状に100m以上の高地が続き、東端にきて大きく広がる。

弥栄の地面は北の沢、本郷、西風、祷麦沢、日向にみられる粘板岩及び礫岩を中心とした古生代の地面と

標高50m以上に見られる砂礫価を中心とし、凝灰岩及び泥岩層を狭在する新生代の地層と北上川に注ぐ北の

沢川、楊堰、中江川などの河口付近に発達している沖積層よりなる。また、熊野神社（本遺跡内）から国道

284号沿いに及び小間木をへて大船渡線横石鉄橋付近にかけては、古生代の地層が分布している。

本遺跡は、弥栄地区の東側にあたる北上川西岸の山地に立地している。標高は25～74mで、南側斜面下を

国道284号が通っており、国道を挟んで南西側に楊生古城館跡が並んでいる。現況は山頂に熊野神社が奉ら

れ、東・北側斜面は広く畑地となっている。

2．基本層序(第4図､写真図版3）

遺跡の地山は古生代二畳紀の粘板岩と粗粒砂岩の互層からなる。表土に覆われている粘板岩は風化して1

qn～数Cmの飲衡の板状小破片となり、粘土化している。遺跡の土屑は場所により土髄・厚さが変化するが、

概ね次の通りである。

I層：黒褐色土（腐蕊土） トー一 L=39.800mJ

Ⅲ廟:7.5YR4/4褐色細礫混粘上
、、｡

（礫係5～lOmm llli角礫 5%) ややしまる

Ⅲ層:5YR4/6赤褐色礫混粘土

（礫篠5～20mm岨角礫 15%) ややしまる

ⅣaM: 10YR5/4にぶい黄褐色礫蘭粘t

（礫径30～50mm風化礫40%) 堅くしまる

ⅣblW:7.5YR5/4にぶい褐色礫混粘土

（礫径30～50mm風化礫 15%) 堅くしまる

V層:7.5YR5/4にぶい褐色阿礫

（礫径30～100"風化礫） 堅くしまる ｜ ’
第4図基本刷序

3．周辺の遺跡と歴史的環境

（1）周辺の遺跡（第5図、第1表）

節5図中における弥栄周辺の辿跡は51カ所ある。図中には一関市内の遺跡が15遺跡、川崎村内のものが27

適跡、花泉町内のものが8辿跡、藤沢町内のものが1週跡含まれている。時代別にみると繩文時代が22遺跡、

平安が3遺跡、中世が16遺跡、近世が4遺跡で、複数の時代に跨る遺跡が3遺跡、そのほか寺院跡等が3遺

跡ある。

旧石器時代の過跡は、現在までのところ弥栄周辺（第5図）ではみられない。縄文時代の遺跡としては中・

後期が金山沢遺跡（25)、後期が如来辿跡（6） ・布佐洞窟遺跡（46)、後．晩期が大池遺跡(16)があげら

れる。このうち布佐洞窟過跡からは、スレート質石灰岩と扁平の川原石が敷きつめられた敷石様配石遺櫛や

炉跡が検出されている。過物は土器片の他、人骨、自然辿物が出土しており、人骨からは抜歯の風習が認め

られている。大池通跡からは、後期の土器片と晩期（大洞式）の完形土器（浅鉢・鉢・壷）や石錘・石棒．

－4－
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石槍・石雛といった石器類が出土している。

弥生時代としてはどうじや森遺跡（36）や河崎の柵擬定地（3）があげられる。辿物は散発的に僅かであ

るものの高坏、喪、蓋等の土器が出土しており、この時代にも弥栄周辺で人々の生活が営まれていた痕跡が

過っている。古墹時代～平安時代の遺跡も希薄であるが、河崎の柵擬定地から平安時代の土師器坏・翌と12

世紀後半の平泉柳之御所跡と同様のかわらけ片が出土しており、平泉文化の影響が当地方にまで及んでいた

ことが窺える。河崎の柵に関しては、前九年の役で安部風任1〔が鴬所としたのがこの地域であると言われて

いる。そのほか川崎村には安部氏や源頼義・義家に関わる地名・伝承が数多くあるものの、この時期におけ

る郡域の様子は不詳である。

中世としては凋査遺跡である楊生新城（1）を始め、楊生古城（2）、古館（7）、富沢城（11)、西風城

(19)、小館（50)、門崎城（48)、河崎の柵（4）、薄衣城（8）、商館（17）零といった多くの城館跡がある。

文治5年（1189年）に平泉の藤原氏が滅亡したのち、当地方の釧主となったのは御家人葛西三郎清重である。

葛西氏は17代附信が天祇18年(1590年)、豊臣秀吉の奥州仕概きにおいて滅亡するまで約400年間当地方を治

めており、葛西氏家臣に係わる城館が大半と思われるが、淵衡例が少なく柵造や繩張り、また中世資料によ

る城館主の命脈や沿革は不明な点が多い。近世の遺跡としては、外山館（51)、泉田館（26)、矢作館（27）
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と関わりが深かった。 「花泉町史」には中世の流郷について次のように救っている･

源頼朝の奥州征伐が終わりその論功行徴が行われたが、その功臣は三十余名にも及び、奥州全域に亘って

知行された。それ以降流郷は御家人統領の太守、葛西一族の治傾として、中世期約四百年の歴史を共にして

歩くことになる。

流郷に関係する武人に

・葛西洲顛一伊沢・磐井・牝鹿・気仙・本吉・その他数郡 ・金為俊一気{lll郡（関東家人でない）

・千葉頼胤一胆沢・磐井郡・伊具郡・亘理郡 ・熊谷直家一本吉郡・桃生郡

・和田義盛一栗原郡三迫・遠田郡がある

葛西の治頒について伝えるものに初期と末期では広狭があり、異説が多いが、文治年間後に江差・戦国期

後期に桃生・中世末期に栗原の一部が入っている。 「岩手県史」は、初め約三百郷あったのが末期には四百

十八郷を領有したと数えている。

流郷はかっての高倉郷で、即ち十五郷として、長井（後の永井) ・涌津・上油田・下油田・蝦島・奈良坂・

志泳・金森・中村・金沢・峠・男沢・日形・窟沢・楊生（寓沢と楊蛎村が現在の弥栄）となった。流を中心

とする高倉郡の地域は南北朝以降、幾庇かの争乱の巷となり、その領域、統治も術に動いた地域である。し

たがって郡郷の称号も変転し、容易に解き難いものがある。 （花泉町史より）

「花泉町史」にもあるように、中世の流郷は葛西氏と対立する大嫡氏との境界に位悩し、交通の要衝を占

める北上川と接することもあって多くの争乱の場となっている。楊生新城（調査遺跡）の時期と想定する戦

国期の主だったものについて簡単に触れておく。

葛西氏は、大崎氏には伺候する時代もあったが、領境（流郷西側）を境にしてにらみ合っており、流郷の

上油田、下油田、蝦島、奈良坂、消水は大崎氏の侵蝕地であった。絶えず小鮠り合いはあったが、大きな戦

としては文明四年（1472年)、元砲二年（1571年）及び天正七年(1579年）の乱がある。このうち天正七年

の乱は、葛西氏配下の富沢日向守直綱が大崎氏の支援を受けて逆心した争いで、直接の原因は流郷の旗将峠

城主寺崎石見守良継であったらしい。この時蔽原秀衡建立の大門地蔵蛍が焼失したと伝わっている。富沢氏

は最上氏や伊連氏等とも通じており、遡西氏配下の中で異端児的存在であった。

北上川を挟んでの争いとしては、永正七年(1510年）東山の巨族薄衣上総介消貞と金沢兵庫冬胤の間に起

こった乱、永正十一年(1514年）と弘治元年(1555年）にあった流郷日形石畑城主小野寺氏と黄海熊館主深

堀氏の争い、天正二年(1574年）の本吉大鵬太夫砿継を中心とした本吉の乱、あるいは九戸政実の手に落ち

た北上川西岸の河崎城を葛西方の寺崎石見守吉次などが攻撃した河崎の合戦(1582年）がある。本吉重継は

葛西領内の大身で葛西宗家が受けた打験は大きく、また河崎の合戦は総大将の寺崎石見守吉次が討死し葛西

方の大敗に終わっている。この二つの戦は葛西氏の後の宿命に少なからず影僻したと思われる。

そのほか流郷の領治者に係わったものとして、寺崎氏以前の峠城主干葉時胤が東III松川城主松川太郎三郎

胤弘などの千葉一門と金沢朝日城主金沢伊豆冬胤や熊谷掃部直時、奈良坂間森城奈良坂左右衛門太夫信置と

峠村の水沢で戦った永顧四年（1507年）の乱、及び天正十六年(1588ff)気仙郡の厄将浜閉安房守広綱と葛

西氏との間で起こった浜田の乱がある。 ′k正Pq年の乱は千葉一族間の争いで、この戦で峠城主千葉時胤は敗

亡衰退し、峠城主（流郷の放将）が桃ﾉl郡より転住した寺崎氏に替わって寺崎氏の時代になる。楊生郷（現

弥栄）等の領治者が入れ替わったのもこの時である。浜田の乱は葛西晴信が小田原攻撃に参加が遅れた要因

になり、秀吉より「領地没収」という仕脱きをうけ、葛西氏及び配ドにあった流郷の諸氏が滅亡の一途をた

どる一因になっている。

－7－



Ⅲ調査と整理の方法

1．野外調査

（1）グリッドの設定（第6図）

調盃区域の最西北端を始点とし、 50m間隔ごとに東西にIからⅣまで、南北にAからCまでのグリッドを

没腿した。さらにそれぞれを10等分し、 5m間隔ごとにY袖方向に1から10まで、X紬方向にaからjまで

のグリッドを組んだ。日本測地系における雑期杭の位世は、基1がX=-12,2720.000.Y=36,650.000、麩

2がX=-12,2640.000･Y=36,570.000，睦3がX=-12,2625.000･Y=36,545.000で、それぞれ調査区の

南東側(¥1) ・北西側（基2及び基3)に投瞳した。また、調査区全体をカバーできるように基lに3本、

麟2に2本、基3に2本及び調査区中央に4本、合叶ll本のhli助杭を設鯉した。

各壁翠杭、補助杭の日本測地系及び世界測地系における位置は第2表の通りである。

（2）粗掘りと遺櫛検出

調査にあたり、岩手県教育委員会生涯学習文化裸による事前調査を参考にして再度試掘を行い、表土の厚

さ、岩盤層までの深さ及び基本土屑を確認した。また、調査区全域が急斜面であることから、重機は用いず

に、人力ですべての掘削を行った。

（3）辿柵の命名について

報告沓作成にあたっては、遺柵の柧類ごとに仙輪:k、テラス状遺柵: t、堀跡:h、土塁:dを用いた。

（4）遺櫛の精査と実測

適櫛は、土府断面及び平面を実測と写真搬影で記録した。平面図の計測にあたっては調査区の勾配が急な

ため光波を用いて計測を行った。また現況地形図も光波及びレベルを併用して1/100で原図を作成している。

（5）写真搬影

野外調査での写真撮影は、 6×7cm判カメラ（白黒）と35血判カメラ（白黒・カラーリバーサルフィルム）

を使用した。また、デジタルカメラをフィールドカード作成等のメモ的な用途に併用した。倣影にあたって

は、対象物を搬る前に搬影内容を記戦した「撮影カード」を搬影し、アルバム整理を行いやすくした。

調査終了時には遠景（南方、直上）及び近景（南西方）からの航空写真撮影を行った。

第2表基準杭・補助杭座標値

－8－

測地系 日本測地系 界測地系

杭名 X座標 Y出槻 X座標 Y座槻

基－1 -122,720.000 36,650.000 -122,411.670 36,349.419

基－2 -122,640 000 36 570 000 -122,331 671 36 269 421

鮭－3 -122,625 000 36 545 000 -122,316 671 36 244 422

棚－1 -122,710 000 36 650 000 -122,401 670 36 349 419

棚－2 -122,720 O00 36 645 000 -122,411 670 36 344 419

補一3 -122,725 O00 36 650 000 -122,416 670 36 349 418

楠－4 -122,645 000 36 570 000 -122.336 671 36 269 421

柿－5 -122,640 000 36 560 000 -122,331 671 36 259 421

hli-6 -122,660 000 36 590 000 -122,351 671 36 289 420

棚－7 -122,630 000 36 550 000 -122,321 671 36 249 422

楠－8 -122,625 000 36 550 000 -122,316 671 36 249 422

補一9 -122,690 000 36 630 000 -122,381 670 36 329 419

補一10 -122,690 000 36 610 000 -122,381 670 36 309 420

hli-11 -122,680 000 36 595 000 -122,371 671 36 294 420



第6図グリッド設定図

2．室内整理

遺柵図面は必要に応じて第2原図を作成した。現況地形図はレベル及び光波を用いて縮尺1/100で作成し

たものを、 1/500の縮尺で掲載した。曲輪、テラス状遺構、堀、土塁の第2原図は、地形図と光波で計測し

た平而図を照合させながら作成した。また、各遺柵の面職が大きいため、平面図は縮尺1/200～1/400、断

面図は1/80～1/200で褐戦し、スケールを付している。

なお、平面図における方位は日本測地系を用い、原則として上を北にしている。

－9－
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Ⅳ検出された遺構

調査区は主郭から離れた区域にあり、過櫛は曲輪を8カ所、テラス状遺柵を4カ所、堀跡を1条、土塁を

1埜検出した（第7図)。いずれも城館の施設と考えられるが、時代を特定できるような遺物は発見できな

かった。

1．曲輪

防備施設として山の斜面を人工的に削り平坦にした面を曲輪とする。本遺跡では調査区の北西側から2カ

所、南東側から6カ所の曲輪を検出している。

1号曲輪（略号:kl) (第9図、写真図版5)

＜位世> nA3e～ⅡA5g区にかけて北西-南東方向に延びる。標高は45.5～46.5mである。

f_L-48"m4.

Ⅸ】 ロ『

ーヨーーヨ

0 1:200 5m
一‐

恥
一

1 10YR4/6 IM色砂砺枇帖t(剛礎脳大敗cm平均5-20%)"<しまる
2 10YR5/6酋柵色砂碗腿粘t(RiM平均5回別%)しまる
3 7.5YR4/4褐色細曝型粘土(臨釦%)ややしまる
47．5YR5/6明褐色縞磯混帖･tしまる
5 10YR6/6明闘褐色砂儲批帖lも(唖灼圃下露ほど醗経大）堅くしまる

節9図 1 ． 2号曲給
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＜形態・規模＞帯状を呈し、調査区外も含めた全長は約44mで北西一南東方向に延びる。調査区内では約

20mが検出された。幅は約2.5mで、調査区外西側の堀に隣接する部分では長さ約5mにわたり南西方向に

幅約6mでテラス状に膨らむ。本適柵面は約20度で南西方向に傾斜し、約40度で傾斜する山体斜面につなが

る。全面槻は約121㎡で、調査区内面秋は約50㎡である。

＜作耶＞柱穴等の施設は検出されなかった。

＜出土週物＞ Ⅱ届上面で約5cmの扇平な川原石（亜円礫）が出土した。投石用に使われた可能性がある。

2号曲輪（略号:k2) (第9図、写真図版5)

＜位世> IAlOd～ⅡA5j区にかけて北西-南東方向に延びる。標高は39.5～43.0mである。

＜形態・規模＞帯状を呈し、全長約40mで1号曲鯰とほぼ平行に北西一南東方向に延びる。股大幅約4m、

最小幅約1.5mである。中央部分が扇状地状に一段低くなっている。本遺構面は約15度で南西方向に傾斜し、

約40度で傾斜する山体斜面につながる。全面欄は約65㎡である。

＜作耶＞柱穴等の施設は検出されていない。

＜普謂＞盛土により栂築されている。明らかに斜面下側に厚く盛られている状況が観察される。

＜埋土＞ 5層に区分され、褐色の旧表土上に黄褐色粘土の盛土がなされている。

＜出土遺物＞ Ⅱ厨上面で約10cmの扇平な川原石（亜円礫）が出土した。投石用に使われた可能性がある。

3号曲輪（略号:k3) (第10図、写真図版5)

＜位漣> mB7～8i･j区に位瞳する。棟高は38.5～40.0mである。

＜形態・規模＞台形状を呈する。 3号～5号曲輪が南側に下るように階段状に配列し、その上段に位湿す

る。東側の一段低い位置に比較的規模の大きい6号曲輪が隣接する。 6号曲輪とは南北方向（斜面に対して

直角）に走る岩盤層で接する。西側は旧参道（御神坂）が構築され不鮮明となる。斜面上側が幅広く長さ約

5.5m、幅約4.5mである。本遺柵而は約10度で南方向に傾斜し、約40度で傾斜する山体斜面につながる。面

悩は約25㎡である。

＜作りf>柱穴等の施設は検出されていない。

4号曲輪（略号:k4) (第10．11図、写真図版5)

＜位趾> mB5～6j・ⅢC5～6a区に位腫する。標高は35.5～38.0mである。

＜形態・規模＞台形状を呈し、階段状に配列する3～5号曲輪の中段に位置する。 3号曲姶と同様に東側

は6号曲輪と岩盤屑で、西側は旧参道と接している。斜面上側が幅広く長さ約6.0m、柵は約5.Omである。

本過柵面は約20度で南方向に傾斜し、約40度で傾斜する山体斜面につながる。面積は約51㎡である。

＜作事＞住穴等の施設は検出されていない。

5号曲輪（略号:k5) (第10． 11図、写典図版5)

＜位悩> IC5～6．b～c区に位皿する。標高は33.0～35.0mである。

＜形態・規模＞台形状を呈し、階段状に配列する3～5号曲輪の下段に位世する。東側は7号曲輪と岩盤

府で、西側は旧参道と接している。斜面上側が幅広く長さ約7.5m、幅は約6.5mである。本適柵面は約20度

で南側に傾斜し、約40度で傾斜する山体斜面につながる。面積は約52㎡である。

-14-
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L-亜』皿叫

〃にぶい前色伽翻(m{H10～20m)
棚色粘土間シルト堅くしまる

閃榔色畷拠帖上質シルト （3％）

1 2．5Y6/4
2 10YR4/4
3 10YR5/6

<IH閲神嘱敗Ij>

堅くしまる

2
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卜皇型』00m L=…4

％
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2

3

2

節11図 4 ．7号曲輪断面
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<作事＞柱穴等の施設は検出されていない。

6号曲輪（略号:k6) (第10図、写真図版5)

＜位置> mB7～8j・ⅢC7～9a区に位世する。標商35.0～37.5mである。

＜形態・規模＞長方形状を呈する。階段状に配列する6～8号曲輪の上段に位置する。東側は崩落や道路

工馴によりその一部が剥落している可能性があるが、調査区外に延びる。西側は3 ． 4号曲輪をのせる岩盤

と接する。調査区内の長さは約11.Om、幅は約10.0mである。本迫柵面は約10度で南側に傾斜し、約40度で

傾斜する山体斜面につながる。面槻は約60㎡である。

＜作事＞住穴等の施設は検出されていない。

7号曲輪（略号:k7) (第10, 11図、写真図版5)

＜位通> mC7～9．b～c区に位画する。標高31.0～33.5mである。

＜形態・規模＞長方形状を呈する。附段状に配列する6～8号曲輪の中段に位趾する。東側は崩落や道路

工事によりその一部が剥落している可能性はあるが、調査区外に延びる。西側は5号曲輪をのせる岩盤と接

する。調査区内の長さは約16.5m、幅は約8.5mである。本道櫛而は約13度で南方向に傾斜し、約40度で傾斜

する山体斜面につながる。而繍は約200㎡である。

＜埋土＞表土下に黄褐色粘土の盛土が斜而ド側ほど厚く堆欄している。

＜作事＞柱穴等の施設は検出されていない。

8号曲輸（略号:k8) (第10図、写典図版5)

＜位置>IC8～10d区に位団する。標高27.5～28.5mである。

＜形態・規模＞現状では長方形状を呈するが、国道284号の改良工事で南側の半分以上は破壊されている

ため、柵築当初の形態は不明である。階段状に配列する6～8号曲輪のド段に位世する。調査区内の長さは

約13.5m、幅は約3,0mである。本遇柵而は約10血で南側に傾斜し、切り立った岩猟で国道に接する。面澗は

約40㎡である。

＜作事＞柱穴等の施設は検出されていない。

2．テラス状遺構

曲輪より小規模で人工的な平坦面をテラス状遺柵とする。調査区北西側で4カ所検出している。

1号テラス状遺描（略号:tl) (第12図、写真図版5)

＜位極> nA6～7g区に位側する。標高は47.6～48.6mである。

＜形態・規模＞紡錘形を呈する。淵査区内の規模は長さが約7m、幅が約1.8mで、南西側の調査区外に若

干延びる。本過柵面は約18度で南西側に傾斜する。

2号テラス状遺柵（略号:t2) (第12図、写真図版5)

＜位置> nA5～7．h～j区に位圃する。標高は42.8～44.2mである。

＜形態・規模＞不正な隅丸四角形状を呈する。規模は長さが約8.8m、幅は約2.8mである。本遺柵而は約

10度で南西側に傾斜する。
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3号テラス状遺構（略号:t3) (第12図、写真図版6)

＜位im> HB6～8．a～b区に位慨する。棟商は38.9～40.9mである。

＜形態・規模＞ペン先形状を呈する。規模は長さが約17mで、幅は約4mである。後背は馬蹄形の凹地を

呈し、普請のための人工的な地形か自然現象かは判断できない。本遺柵面は約14度で南西側に傾斜する。

4号テラス状過櫛（略号: t4) (第12図、写真図版6)

＜位置> IA10e～ⅡAle～f区に位置する。標高は38.0～39.4mである。

＜形態・規模＞紡錘形状を呈する。規模は長さが約11.8mで、幅は約2.2mである。本遺柵面は約20度で南

西側に傾斜する。

＜出土遺物＞ Ⅱ層上面で約15cmの扁平な川原石（亜円礫）が出上しており、投石凧に使川された可能性が

ある。

．41.UUUm
の

こ‐ l＝副RRnI

、
／
／

／
八

ツ瀞
L

800m

澱
L=38

10YR4/6褐色闘浬帖上(砲i弱～40＝）しまる
7,5YR4/4褐色踊腿帖上(顕lH5～40m)県〈しまる
IOYR5/4にぶい醐糊色(RIM5～帥面)堅くしまる

0 1:400 10m
ｰ三一司

dd'はS=1/120

２
３
４

鋪12図テラス状遺柳
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3．堀跡・ -kg

防備施設としてある程度の長さにわたって人工的に掘り~ドげた凹地を堀とし、土を癖ったり、地山を削り

だして造った土手状の障壁を土塁とする。調査区の北西側でそれぞれ1条と1基隣接して検出している。

1号堀跡（略号:h) (第13図、写真図版6)

＜位樅＞網在区西側のIA7～10．．～iからⅡAlh～i区に位慨し、概商は30.8～37.4mである。

＜形態・規模・方向＞ 1号上里に沿一’て検出され、 l～2号曲輪とl～4号テラス状遺柵を取り囲むよう

に南北から北西一南東方向に向きを変えながら下っている。実行堀幅は約6.7m、実行法高は約2.8mである。

断面形はU字形を呈する。

＜普調＞地lllは岩盤で、人工的なllll線を呈し、綿fi時に岩銘を砕いたと推測される。北西一南東方向に向

きを変える部分は北側部分の壁のみが確鰡され、南北方向の部分に比べて粗雑で後世に柵築されたものか、

あるいは改変を受けている可能性がある。

＜埋土＞腐葉土が堆刷するだけで、埋土はほとんどない。曲輪の広がりを考えると本来の形からかなり変

形している可能性がある。

1号±塁（略号:d) (第13図、写典図版6)

＜位圃＞調査区西側のIA7d～e区に位阻し、標商は36.0～38.6mである。

＜形態・規模・方向＞検出された全長は約10mである。 1号堀跡に沿って南北方向に延びる。斜面上側数

mはやや不鮮明で、斜面下側は国道工事時に切り取られ、直立する淵雛で道路と接する。 1号堀とともに北

西側からの敵の侵入を防ぐために柵築された防壁土塁である。飛底帆約4m，上幅約lm，垂直塁壁高は約

1.4mである。

＜普請＞ 1号堀跡を掘った黄褐色土を旧表土に盛り上げた破き七塁である。柵列等の作事は検出されなかっ

た。

＜埋土＞旧表土上に3冊の藤士が行われている。蛍褐色上が飛体である。

ペ ル

0 1:400 10m
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肌褐色t<胸葉土＞
褐色細畷混粘土(礫径5～10函苅礫15％）ややしまる
略柵色細磯混粘上(礫径平均5～10国最大数cm)しまる
醐褐色隙拠粘上(礫径平均5～20画最大20m)堅くしまる
IﾘI棚色砂混帖｣:(臨縦5～10Epm碗）雫〈しまる
にぶい出色熟混粘|:(蹄慌敵cmm砲）堅くしまる

IOYR3/1
lOYll4/6
7.5YR3/4
1OYR5/6
7.5YR5/6
2,5YR6/,1
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4．切岸状遺構

第14図に示すように旧参道と3号テラス状過柵の間の斜耐I』央部は、快られた状態で急な勾配になってい

る。No2、No3トレンチの断面で判断すると普講を行った痕跡は見られず、自然による崩落部分と考えら

れるが、両側の曲輪やテラス状遺構の配間を考えると切岸として利用されていた可能性もある。

罰

、

〃

1

〃

第14図切岸状遺柵
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Vま と め

本調査区域が館跡の南西端に位皿するため城館に関連する遺柵数が少ないことや出土した適物がないこと

から、周辺の城館跡や城主について、また調査区周辺にある石塔（婆）についても若干言及し、まとめとす

る。

1．遺構について

（1）曲輪およびテラス状遺櫛

本館跡のつくりは丘陵頂部を中心に規模の大きい曲翰が主郭を取り囲むように分布し、この部分に柵造物

が建てられていたことは推測できた。 しかしながら今回調査を行った部分は丘陵中腹付近に位囲し、規模の

小ささと主郭との位世的関係を考えると明らかに主郭部分を守るための前衛的な防備施設であることがわかっ

た。調査区北西側から検出した曲輪及びテラス状遺櫛は斜面に対して重複を避けるように配置しており、綿

は比較的狭い。一方南東側から検出した曲輪は階段状に辿なっており、広めの柵造となっている。北西側の

遺櫛は投石などの攻撃の際に足場として利用していたと思われる。南東側の曲輪は何らかの施設が建ってい

た可能性が考えられるが、柱穴は確認できていない。

（2）堀跡・土塁

調査区北西側で検出した堀の深さは賜所によって（調査区外) 7mを超すところもあり、西側からの侵入

に対して高い防御性を持たせた柵造になっている。ただし、旧一関街道として利用されていたり、機械によっ

て部分的に域されたこともあったようで当時から現在のような規模であったかは疑わしい。堀跡に沿って柵

築された土塁は推定される山体の傾斜と土塁断面の槻子から堀をつくる際に発生した排土を利用していると

考えられる。

2．縄張りについて（第15図）

暢生新城館跡は、縄弧り図および航空写真からもわかるように現熊野神社境内を主郭とする囲郭式の中世

山城である。主郭の西側には井戸跡と見られる窪みがあり、南西隅には外枡形の虎口を伴っている。その主

郭を中心として曲輪がほぼ東西に対照的に羽を広げたような形で段状に連なっている。城館の東方、北方に

は北上川があり、西側には堀を投囲している。また、南西側（調査区域の北西）には攻撃の際の足賜に利用

したと思われる複数の曲輪やテラス状の平場があり、そこから南側の旧参道にかけては自然地形の切岸状態

になっている。旧参道より東側には比較的面祇の広い曲輪があり、駐屯所的役割をもった施設が建っていた

のではと推察している。大手門は郷土史「弥栄の里」ではこの旧参道にあったとしているが、縄張り図作成

の際の調査では北西側にあった可能性も考えられた。

東方・北方および西側は北上川・堀によって囲まれ防御性を重視した構造になっており、南西側は当時大

崎領と接する地点でもあり、攻撃性を持たせた柵造としたと考えられる。

3．周辺の城館と楊生新城の役割について

楊生新城と同時期（永正～天正年間）にあったと考えられる流郷の城館については、第3表及び第16図を

参照頂きたい。中世の流郷にある城館は花泉の須崎城、金沢の大槻城を除きすべて山城である。場所は部落

や耕地を一望できる小商い丘陵を背にした丘のような場所が多い。いざ戦争が起きたときの最後の防ぎ賜所

－21－



として頂上に平坦な広さを確保しており、要害の地にはそれぞれの役目をもった出城をおいている。歴史的

背景でも述べたが、峠城千葉氏が永正四年（1507年）に金沢の騒動により衰退すると、葛西氏の命で桃生郡

の寺崎氏が峠城（苅明館）に転住している。寺崎氏は凹西氏の支流で薗西氏の信任が厚く、流郷の総領職的

役割を持っていたようである。「花泉町史」の中で史家が峠城及び寺崎氏について次のように述べている。

「峠城（苅明城）は北上川狭窄部を城中から傭雌する位泄にある。流猪郷をも蹄敵できる枢要の地である。

牡胆・石巻方面より北上川河川の舟航を監視すると共に、流廿四郷を押さえ、三迫・栗原方面及び東山方面

への交通を泥するため造船・舟の術にも詳しく、兵賜に長ずる寺嫡氏が峠城主に起用された｡」

楊生郷は北上川の監視と北西側からの侵略に対する防御を行うという、峠城寺崎氏の最も重要な役割を担っ

た場所にある。峠城主寺崎常滴が信頼する弟明滴をその頒治に当たらせたのもそのためであろう。

4．城主について

流郷の各城主は争乱ごとにかなりの変動があり不明な点が多く、柵生新城の城主についても諸説に違いが

みられる。以下に主だったものを戦せて推察してみる。

①熊野神社（楊生新城主郭跡）の参道入り口にある立て札より

熊野神社は正応五年（西紀1292年）八月当郷の城主、葛西家臣千葉山城守持高の祈願にて居城館山

(旧館）に社殿を建立し、禍生村の鎖守として紀州牟興より三熊野大椛現の神霊を勧進し奉りしに611ま

り、此の後弐百六拾余年間、戦国の世の変過を経て社殿も破域せしかば持高の商孫千葉山城守持家、弘

治弐年（西紀1556年）九月、新館山（現在地）に社殿を造立し神璽を遷し再興し爾来今日まで凡そ四百

参拾余年間、氏子一同（本郷、平沢、川崎一部）を以て社殿を修復し祭祀を行い御神徳を仰ぎ奉りて、

家内安全、氏子繁栄、五穀蝋椴、交通安全、 IRI家安寧、世界平和を永大祈念し鎖守神として崇敬し奉る

ものなり

この札によると鎌倉末頃の楊生古城の城主は葛西家臣千葉山城守持高で、弘治二年に楊生新城（調査遺跡）

に居館が移っていた時の城主は持高の爾孫の千葉山城守持家であったように瓢える。 「岩手県史」にある流

郷の領主名の系図にはこの二人の名前は見あたらないが、鈍愈時代東北の所傾を給与された武将たちは関東

の本領にいて、その一族または家臣を代官させているので、千蕊持高は代官として楊生古城に居し土豪となっ

て持家の代までつづいていた可能性は考えられる。

②郷土誌「弥栄の里」～弥栄文化財史関係資料にある沼畑（禍生新城の所在する地区）の上館の肥録より

文武常大宝年中阿部朝臣正仁居館後葛西之臣千葉上野守良胤之に居る天正十八年八月千葉山城守持家

に至り落城す。

この記録には文武天皇時代にすで阿倍朝臣正仁によって居館が築かれており、鎌倉時代に葛西氏の家臣千

葉上野守良胤之が城主となって、天正年Ⅲlの千葉1I1城守持家の代に落城したとある。千葉上野守良胤之は源

頼朝によって磐井・亘理郡等を与えられた千葉頼胤の長子良胤（＝則胤：東山長坂城主）のことであろうか。

また、良胤之と①説にある千葉山城守持高に繋がりがあるかはこの記録からは分からないが、落城前の城主

千葉山城守持家と①説から窺える弘治年間の城主名とは一致する。

③岩手県史より

永正四年（西暦1507年）九月、以前の流郷峠城主千葉下野守時胤が金沢冬胤と合戦し敗退した折り、

桃生郡より寺崎刑部大輔常滑が峠城に転住し峠寺崎氏の祖となる。常滑の舎弟明滑が楊生郷を領治し、

楊生城千葉氏の祖となる。

－22－



「岩手県史」によると流郷峠城主が千葉時胤から寺崎常清に替わった際に楊生郷の領治者もその弟の明清

に替わっているようで、天正年間頃の城主は①②説にある鎌倉時代から続く千葉山城守持高の商孫千葉山城

守持家とは別の、峠城寺崎系の人物ということになる。

ただし、天正年間の頃まで楊生古城が存在しており、寺崎明清が楊生郷を領治する為の居館としたのは楊

生新城ではなく楊生古城で、楊生新城を千葉持高の商孫にあたる千葉持家に任せたと仮定すれば①②③説に

矛盾は無くなる。また楊生新城が建てられた時期は、明消が流郷に移ってきた永正末頃ということにもなる。

＜①②③脱から推察する楊生郷の領治者及び楊生城主の変避＞

(正応年間頃）
流郷領治者

葛西氏

（流郷賦頭）

千葉頼胤の後筒？

(応永年間頃）

(永正末頃）

(天正年間頃）

楊生古城主(代官）

千葉山城守持高

楊生郷領治者

千葉良胤の後商？

流郷傾治者

葛西氏

（流郷旗頭）

峠城主薄衣系干葉氏

楊生古城主(代官）

千葉持高の荷孫？

楊生郷領治者

薄衣系干葉氏？

流郷領治者

葛西氏

（滞鯏I旅耐

上記の変遷はあくまでも推察であるが、永正末頃に峠城主が薄衣系千蕊氏から桃生郡より来住の寺崎氏に

替わったことは史実のようで、以下に峠城主寺崎氏及び暢生城主寺崎氏系図について「岩手県史」に掲載し

ているものを載せておく。

（桃生寺崎～峠寺崎系図：安永九年大槻清賀書写「平性寺崎氏」より） 「明消

消重一？－滴義一溝治一清次一盛滑一清氏一滴基一清巡(連）一常消

(初代） （二代） （三代） （四代） （五代） （六代） （七代） （八代） （九代） （十代）

（桃生城寺崎） （峠城寺崎）

(流暢生城主系図：大槻家贈より） （五郎右衛門）

清運（連） 一常清 （五郎右衛門？） 「泰常一常範一茂治一（大槻）

L明清一清泰（五郎左衛門） －信泰一信覚一頼覚一頼宥

（初代） （二代） （三代） （四代） 卜覚翁 卜致信

卜重信 卜玄翁

L女 卜信定

L 女

｢岩手県史」には、楊生城主の二代目満泰（五郎左術門）は葛西一撰の罪に問われ、天正十九年（奥州仕、
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きの翌年）に宮城の深谷にて謙せられているとある。また、清泰の長男信泰は家督を継ぎ、次男泰常は金沢

の地に分立したが父と同じく深谷で処罰されているとある。後の信泰の消息については不明のようだが、臓

泰の子信党は深谷の難を逃れて仙北に走り剃髪して平泉にて坊'l1に逃れたとある。すなわち、寺崎系柵生城

主千葉氏は二代目清泰もしくは三代目信泰で滅びたことになる。なお、信覚の子頼覚は毛越寺普賢院山練坊

を再興し中興の祖となっている。

5．石塔（婆）について

弥栄地区内には中・近世建立の石塔（婆）

がいくつか見られる。そのうち調査区内の

南東1111にある江戸中期の石塔と、冶手県内

でもあまり見られない中世期建立のものを

紹介しておく。

（調査区内の石塔）高さlm、幅60cmぐら

いのもので、天和三年（1683年）に建てら

れており、下に人名が刻まれている。神社

○

系
凸
『
典
や
ユ
癖
凡

垂
〃
Ｉ
ク
ジ
ア
ダ
フ
マ
タ
フ
ー
フ
ー
》

Ｗ
Ｒ
Ｘ
、
八
吋
ｆ
ｆ

才
川
ケ
０
句
名

跡
《
小
躍
詐
蝿
駕
輝
）

瓦
仙
甲

令
“
ア
ナ
ム
ァ
亀
リ
ソ
ー
ツ
〕

詞
外
１
３
珂
儲
４
７

才
■
ｆ
盆
吋

政人の人名

・仏閣の参詣のための信仰的講を表した庚粥雛の賑はﾅﾑｱﾐ ﾂと識める

辰塔に類するものか、あるいは花泉史に「犬和二年に流地域において河川

増水被害」とあり、その時の被災者に対する供養塔とも考えられる。庚辰

塔だとすれば岩手県内では8番目に古いものになるが、「庚辰｣の文字はみ

られず、梵字の並びも県内にある他の庚辰塔のものとは異なっている。

調孫区の石塔

（中世石塔その一）谷起の佐々木政吉氏の歴倣内にある
靴

高さ75cm，幅60cmぐらいのもので、正応五年(1292年）
靴利

八月六日に建てられている。弥栄地区にある石塔（婆） 正
應

の中ではもっとも古い。正応五年の干支は壬辰である 五
年

が、なぜか庚辰と刻まれている。単なる間違いか、あ 皮大
辰才

るいは庚辰の日は三宝大吉日にあたり、八月六日の日 八

月
の干支の可能性も考えられる。梵字は阿弥陀三尊（キ 六

卜1

ﾘｰｸ、サク、サ)を表しているが､靴(キリーク）
中世石塔その一

の文字が半分以上摩耗している。御利益を願った人々

が削って煎じて飲んだという説もある。司東真雄氏著の「岩手の石塔婆」によると

通常はそれぞれの梵字の下、もしくは3つの梵字の下に迩台が置かれているようだ

が､これには靴の下にしか置かれていない｡靴乳(ｻｸ、サ)の梵字は後から付け
加えたようにも見える。また、「おこり神」伝説といって、むかし「しらげの洪水」

（白髪洪水： 1247年に起きた大洪水）の時、どこからか流れてきたという言い伝え

もあり、謎を多く含んだ石塔である。

（中世石塔その二）平沢寺畑菅原喜治氏屋敷裏にある高さ75cm、幅25cmぐらいのも

ので、応永五年（1398年）三月二十三日に建てられている。梵字は27年忌に用いる

＊(パｰﾝｸ)と考えられる。

舸靴年五應砿大才八月六Ｈ

灰辰

次
シ
雄
永
五
準
・
一
月
止
佃

中世石塔その二
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（中世石塔その三）滝口氏家庭先八重桜の根本にある、高さ75cm､幅40cmぐらいのもので､文安六年(1449年）

に建てられている。郷土誌「弥栄の里」には二十三年忌供瀧のために建てられたとあるが、三十三年忌に用

いる梵字は＄（タラク)で、この石碑の梵宇は垂(イ：人福地蔵を,意味する）と思われる。暢生古城の東側

山裾に位置し、時期的にも重複すると考えられるので、あるいは楊生古城に拘わりのある石塔かもしれない。

「岩手の石塔婆」にある資料によると中世期の石塔（婆）は1081基あり、そのうち花泉町内にあるものが

344韮と雁も多い。藤沢町が229蛾、平泉町が10()雄と

いる梵字は＄（タラク）で、この石碑の梵宇は態(イ

山裾に位置し、時期的にも重複すると考えられるので

「岩手の石塔婆」にある資料によると中世期の石塔

344基と最も多い。藤沢町が229蛾、平泉町が10()埜と

続き、その次が紫波町の50蛾で、それ以外の地区は

極端に少なくなる。また、ほとんどが北上川流域に

分布している。（中世石塔その一）に「おこり神」

伝説があったり、洲脊区内の石塔が流郷に大洪水が

あった時に建てられていたり、また分布が北上川流

域に集中していることを考えると、石塔（婆）と洪

水の問に、たとえば洪水を鎖めるために建立すると

か、被災者を供養する等の何らかの関係があったの

ではないかと考えられる。

f

文
安
六
年

心
安
禅
門

五
月
一
｜
十
一
・
日

中世石塔その二

（参零.引川文献）

弥栄中学校(1973) :『郷土誌一弥栄の里一』 萬葉堂書店

司東真雄(1985) :『岩手の石塔婆一東北型の仮碑文化一』 （株)モノグラム社

西ケ谷恭弘（199‘1） ：『戦則の城』 －上・下・総悦細一 学習研究袖

岩手県(1961) 『岩手県史』第三・三巻中世繩上・下 （株)杜陵印刷

花泉町史編纂委員会（1984）↓『花泉町史』（通史） 花泉町史刊行会

岩手県教育委員会（1986）：『岩手県中世城館跡分布調査報告書』岩手県文化財洲査報告書第82巣 岩手県教育委員会

岩手県文化振興耶業MI!I職文化11ｲ･洲五報告開鋪353JIL (2000) :『篠館跡発伽,洲炎報告抑」（財)岩手県文化振興邪難問埋蔵

文化財センター

岩手県文化振興乎錬団埋蔵文化財調査報告書第371JE(2001) 鷺『川崎の柵疑定地発掘調査報告書』（財)岩手県文化振興事

業間叫職文化財センター
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’

第3表流郷の城館跡一覧表
･城飢密名安永四十m雪上による(O印の城餓が楊生新城と同時期と思われるもの）

－28－

NQ 城館名 地!又 城 主 名 fIZ 代 形態 規槙(東西x南｣上)ⅢI 別 称

、 楊生新城 弥栄 千葉明滴･千葉消泰 天文？・天正年間 現郭 宝 館

2 楊生古城 弥栄 千葉持高 正応年間・天文？ 環郭 二十×二十八 宝 館

3 古 館 弥栄 不明 連郭

④ 西風城 弥栄 岩淵民部？
l閲蝋
迎祁

四十四×八十 西の目前･奈良井城

⑤ 當沢城 弥栄 岩淵民部･富沢彦次郎久胤 三|･八×二十八 上の伽・廻航

⑥ 高倉城 永井 家臣加瀬谷三河 天正十九年 111城 二-l.二×二十四 西永井館･西永井城

⑦ 釣野舘 永井 菅原道慶･道明･道弘 天文十三年･天正十八年 111城

⑧ 西永井館 永井 菅原祥迩･避広･永井半左ェ門
長禄元年･天文十三年
弘治元年･天正十八年

山城
本丸三十×-Z十六
この九五-'七×二一

内 ノ 目館

9 汗典111城 永井
及川筑後･照井次郎･智服通腿
菅Ⅲ(稀遊・腿ﾉﾄ弥九郎・讃岐傭行

保元中醐･文治中噸･』僻永二年
畏椴元年･Iﾘl晦七年

1ll城
六
十
十
×
×
二
九
十
ｌ
ヒ
ニ
丸
丸
の
本
二 東航・東永井館

10 高 崎館 永井 ‘皆原文治郎 永享元年 平城 二十×十七 下 館

⑪ 晴之中山の栂 永井 菅原道正 天文二十一年

⑫ 紫 館 涌津 岩淵正経･民部径定･瀬上宗時 徳治元年･巌永元年･寛永巾 山城 六十×五十四 涌津北館・神附城

13 ド 館城 柵灘 岩淵磯前･千葉五郎凸痴'l 延文況年 lll城 縦二l･五×樅五･1･七 下 紫 館

14 掛山舘 棚鍬 秋蛾駿河 法師館

15 熊倉館 涌津 岩淵伊勢径村（直径の子） 文明十四年 l11城 縦三十六×枇五-l- 池 上 柵

16 白濱館 涌津 岩淵藤三郎･藤五郎 長禄元年 涌津南城・南楯

17 猪閉館 涌泳 千紫越中 延慶年間 山城 二十五×二十五

18 I:汕IIIM 油脇 金七郎（秀衡臣） 平淡後側I ll」城
本丸弐十四×二十
二の丸二十×二十八

竹の下館

19 浦沢館 汕島 千葉右脇介定時･二階唯肥前 永享十年･不詳 山城 十三×十六 下油田城

20 西 館 油島 佐々木安芸（実名定信） 山城 十四×十五 蝦 島 館

21 猪岡館 油島 泉三郎忠衡 平安藤原時代末期
山の
尖端・
ll」城

十六×二十 泉 沢 館

22 二 桜雌 化胤
坂上田村麻呂・葛西式部
小剛滴秀・伊連政最

延服年【I】･延慶二年･慶長九fli 111城 三-l-1i×三十四 淵水城・舞弧城

⑳ 高山館 花泉 清水璽兼・金森内贈真利 永正十七年 山城
本丸雪1．×二一I．
二の丸四十×四十六

金 森 城

24 高森館 花泉 奈良坂主馬之介延平 建武年中 山城
本丸三十×三十
二の丸四十×四＋

奈良坂城・白服城

25 和泉館 花泉 奈良坂偏定 文IE元年 111城 小 山 城

26 覗崎航 花製 千蕊相樅 弘安九年 平城 二十四×二十三 中 村 城

⑳ 朝 日 館 金沢
金沢九郎（秀衡郎従）
千葉出雲守清胤・伊豆信胤

平安･暦応三年･天正年間 山城
第一郭五十×二十
第二郭四十×三十

金沢城・東雲城

28 飯倉館 金沢 熊谷伯耆･千葉四郎兵ェ(泰常） 永享四年 11l城 愛 宕 館

29 火槻館 金沢 大槻{II馬守§ ;常(千葉四郎兵ェ〕 天IE年間 平城

30 北 館 金沢 熊谷丹波守胤血 永和二年 lIl城 二･l･×五-l･

⑪ 柴ノ沢航 金沢 佐々木四郎亜綱 天正十一年 11l城

32 要害館 金沢 阿部讃岐 不詳 山城 百×四十

33 柏木館 金沢 三浦大隈 不詳 山城 二十×五十 丸森館・大森館

34 杉屋敷館 老松 修験普賢院 不詳 111城 縦三十五×枇二-I-六

⑮ 鷹烏館 老松 及川Ⅲ俊 天文-1･七年 山城
本丸四十×二十
二の丸三十五×八 卵 沢 城

⑳ 栄 餉 老松 長沢伊勢 天正確間 111城 宮 沢 館

⑳ 苅明館本館 老松 千葉越中胤資･寺筒刑部大輔常滴 永和元年･永正元年 山城 縦三十六×横二十四 峠 城

⑳ 苅明館東館 老松 岩淵美作 寺崎氏峠城在城期 山城 二十四×十 峠城東館

⑳ 苅明館西館 老松 菅原惣左ェ門 寺崎氏峠城在城期 山城 -l･八×-l･ 峠城西航

40 小 餉 形 千蕪とェ門胤砿 山城 縦十八×枇十

⑪ l:須釜館 日形 が崎専千代丸 天正元年～十九年 縦二十一×描二I．

⑫ 葉山館 日形 小野寺肥後 天正元年～十九年 山城 縦二十五×横二十五 石畑館・小野寺館

⑬ 苅明館北館 日形 千葉伊豆 天正元年～十九年 山城 縦六十×横十八 峠城北館

⑭ 苅明館南館 日形 寺崎岩見臣千葉大隅 天正年間 山城 縦二十二×描十 峠城南館

⑮ 湖 上 航 日形 千鱗火蔵荊亦 犬IE年ⅢI 縦八×樅-1．三



写真図版



空'11写真（南から）

空中‘'奥（直上､′ゲ真下が耐）

写真図版1 窄中写典(1)
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空中写真（南西から､平成15fl:4月撮影）

遺跡近景（南東から）

写真図版2空中写真(2)・辿跡近最
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MMff|前風jit ("II111,北から） 洲森前風景（中央、火から）

澗盃liii風景（西側、束から） 調査前風景（西側堀跡、南から）

ﾉ,"E上胴(No4トレンチ、南から）

写真瞳|版3洲従前風l;t及び蛾本土Iドi
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Nol トレンチ完伽状況(iIW側） Nol トレンチ完伽状況（東側）
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No2トレンチ完伽状況（斜而上から） No2 I､レンチ充掘状況（斜面下から）

II 1

蝋
ざま

己

諒
睡

＝~

扉晶

＆bイ

2I

No3トレンチ尤掘状況（斜面下から）No3トレンチ完掘状況（斜而上から）

作業風景（曲輪2、東から）作業風景（曲輪2、西から）

写典図版4試掘箇所及び作菜風賊
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2号曲桧完掘（束から）IH･II1I輪完掘（東から）

講
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2g'illl輪完掘（四から） 2号曲輪断1m（束から）

一

p←

、
。

蕊
寺

む

ゃ
卓
一
弓
誕

筆
蕊
淳
霧

今

零
全

錬白白卦さ

｡舌ゴー

グ里■

篭鍵$

3～8¥I111輪jM辺（北から） 3～8号曲輪周辺(Nnl トレンチ)Wrlli (北西から）

＆

1号テラス状遺椛（西から） 2号テラス状遺柵（両から）

写典|叉1版5 1～8号1111輪、 1 ．2号テラス状遮拙
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写翼図版6 3 ． 45･テラス状過柵、肌11,士塁
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ふりがな

1t 名LO

mll i1} 名

巻 次

楊生新城館跡発掘調査報告書

一般国道284号道路改築ﾘ業閲辿遺跡発掘淵査

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化1M調査報告醤

シリーズ番号

縄著者名

第4314K

亀大二郎・吉田充

編巣機関 (財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所在地 〒020-0853岩手県盛岡ili下飯岡11-185TELO19-638-9001 FAX019-638-8563

発行年月日 西暦2004年3月19日

ふりがな

所収遡跡名

よ･ うl4l j '〉ゾニて

暢生新城館
あと

跡
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